
１．はじめに
国内外の自然史系博物館には，化石や古生物のレプ

リカ，模型，絵画，映像，ジオラマ（diorama）など

による地質時代の古生物に関する展示物がある．博物

館の展示物は，各時代に古生物が生息していた事実

や，それらがどのような生活をしていたかを伝える手

段として重要なものである．なかでも，絶滅した古生

物の復元展示は，生きていた時の軟組織や外骨格の形

態や色が再現されているものも多く，さらに研究を一

段すすめて，それらの生態や生息環境を研究する資料

にもなっている．欧米の博物館では，古くから膨大な

標本数とともに，専属画家による絶滅した恐竜や大型

動物などの復元画が展示室を興味深く，活気あるもの

にしてきた．たとえば，アメリカ シカゴのフィール

ド自然史博物館のチャールズ・ナイト（Charles R.

Knight）の絵（ローマー，１９８１）は有名であり，古

くから無脊椎動物より脊椎動物が主体をなしてきてい

る．

今回，豊橋市自然史博物館の古生代展示室（５０６m２）

と中生代展示室・エドモントサウルス展示室（７９４m２）

の展示改装に関連した新旧の展示物や，特別企画展に

際して製作した無脊椎動物化石の復元について紹介す

る．

２．主な無脊椎動物復元展示の経過
１９８８年５月１日に開館した豊橋市自然史博物館は，
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古生代展示室（１９８８－２００３年）の面積２６４m２，中生代

展示室（１９８８－２００７年）５７０m２であった．古生代展示

室は，「カンブリア紀初期の海の景観」，「オルドビス

紀の海の景観」，「デボン紀の海の景観」，「石炭紀の水

辺の景観」，「二畳紀乾燥高地の景観」のジオラマが主

体をなし，５７点の化石を展示してあった（豊橋市自然

史博物館，１９８８，１９８９，１９９６）．約５億年前の海を再

現した「カンブリア紀初期の海の景観」には，太陽光

の降り注ぐ浅い海に棲む古杯類，クラゲ類，貝類，腕

足類，三葉虫類，ウミエラ類などが配置されていた

（図１）．「オルドビス紀の海の景観」にはサンゴ類，

腕足類，オルソセラス類，三葉虫類，ウミユリ類，魚

類が展示され，来館者が水中内に入った様に導線が設

定されていた．「デボン紀の海の景観」にはサンゴ類，

三葉虫類，ウミユリ類，ダンクルオステウスなどの魚

類と照明演出があった．「石炭紀の水辺の景観」には，

森林を背景にゴキブリ類，トンボ類，両生類（エリオ

プス，セイムリア）の模型が復元されていた．中生代

展示室には，「初期ハ虫類の世界」，「ジュラ紀の海」，

「白亜紀の陸の景観」のジオラマがあり，「ジュラ紀

の海」には来館者が海中に入っていく設定になってお

り，長頸竜に噛まれたアンモナイトと遊泳中のアンモ

ナイトの復元模型が展示されていた（豊橋市自然史博

物館，１９８８，１９８９，１９９６）．標本（化石，レプリカ）

の展示点数は８２点であった．

１９９２年４月２９日に自然史博物館と動物園，遊園地が

合体して豊橋総合動植物公園として開園した．平成４

年に竣工した特別企画展示室（６５８m２）は，臨場感に

あふれる巨大スクリーン（縦１３m，横１８m）を有する

ダイナビジョンシアターとして利用ができ，１９９２年１２

月１９日より上映を開始した．番組の中にはバージェス

動物群 Burgess Fauna のターリーモンスターなどが

登場する「ディノプラネット Dinoplanet」を１９９８

年，２００１年，２００４年に上映した．

第４次豊橋市総合計画（２００１－２０１０年）において，

自然史博物館の整備充実事業が「文化環境の整備」に

位置づけられ，古生代展示室から新生代展示室までの

展示改装の基本計画を策定した．本総合計画期間内に

おいては，増築を伴う古生代展示室，中生代展示室の

展示改装が終了した．これにより，博物館の面積は開

館当初の３，５８７m２から６，９８４m２に拡張された．

３．改装後の新展示室の無脊椎動物の復元
先カンブリア時代末から古生代カンブリア紀の化石

研究は，１９８０年後半から飛躍的に進んだ（Bengtson

ed. , 1994; Briggs et al . , 1994; McMenamin , 1998;

Schopf, 1999）．展示改装された古生代展示室（２００４

年）は，化石，レプリカ，復元拡大模型，映像，解説

パネル，景観復元画，ハンズ・オン展示（hands-on

exhibits）等の展示物よりなり，低いところは子供向

けの展示，高いところは大人向けの展示をした「二段

展示」で構成されている．子供向け部分には，４コマ

漫画解説，景観復元画，ハンズ・オン展示を中心に配

置してある．「二段展示」についてのアンケート結果

図１ 豊橋市自然史博物館の旧古生代展示室「カンブリア紀初期の海の景観」ジオラマ．
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